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１.序論 
 近年、人間が自然を開発し破壊することで環境
問題が深刻化している。対策の1つとして、環境
保全を活動目的に掲げている民間のNGO/NPO団体
がある。筆者はこのような取り組みに興味を持ち、
環境ボランティア体験を2週間行い、環境問題の
深刻さを目の当たりにした。人間の行動が主な原
因として、自然に影響を及ぼしていた。人と自然
がうまく共存する方法を探ることが、環境問題へ
の取り組みとして重要なのではないかと感じた。
土井(2011)は、環境に関わることで、知識を身に
付け環境に対して配慮した行動ができると述べて
いる。環境ボランティアのような体験は、単に環
境についての知識を得るだけではなく、環境問題
へ直接関わることから、自然と人との関係を考え
させられ、環境への深い認知から、日常生活の中
でも環境に配慮した行動ができるようになること
が考えられる。 
 そこで本研究では、環境ボランティア体験がボ
ランティア参加者の環境認知・配慮行動に及ぼす
影響と、環境ボランティア体験のない大学生との
比較からボランティア参加者の環境認知・配慮行
動の特色を明らかにすることを目的とする。 
２.研究方法 
【研究対象】平成23年9月25日にK団体主催の
環境ボランティア活動「西の浜クリーンアップ活
動」に参加した環境ボランティア23名を実験群、
環境ボランティア体験のないB大学の「生涯スポ
ーツ学入門」受講者112名を比較群とした。 
【調査方法】環境認知・配慮行動を測定するため
に、太田(2007)の「山岳環境配慮行動に関する調
査用紙」を参考に筆者が一部改良し、3因子(環境
配慮行動、環境認知、環境配慮行動評価)20 項目
を用いた。これを実験群には、体験直前、直後の
計2回、比較群には1回実施した。 
３.結果と考察 
 環境ボランティアの環境認知・配慮行動得点を
環境ボランティア体験前後で比較すると、有意な
変化はみられなかった (表1)。因子別でも有意な
変化はみられなかった。その要因として、環境ボ
ランティアは体験を行う以前から、環境認知・配
慮行動に対する意識が高いことや、環境ボランテ
ィア体験は1時間程度の活動であり、認知や行動
を変容させるには十分ではなかったのではないか
と考えられる。 

表1.環境認知・配慮行動の平均値・標準偏差・ｔ検定結果 

  
環境ボランティアと環境ボランティア体験がな

いB大学生との環境認知・配慮行動得点には、有 

 
意な差はみられなかった(t(133)=-1.201,n.s.)。
因子別では、環境配慮行動因子得点は、環境ボラ
ンティアが有意に高く(t(133)=-2.720,p<.01)、環
境認知因子得点は、環境ボランティア体験のない
B 大学生が有意に高かった(t(133)=1.994,p<
.05) (図1)。環境配慮行動評価因子得点は、有意
な差がみられなかった(t(133)=-0.615,n.s.)。環
境ボランティアは実際の活動に参加していること
からわかるように、環境に対する意識が一般の人
より高く、ボランティアの経験からも環境を深く
理解しており、日常生活の中でも環境配慮行動が
出来ていることが考えられる。B 大学の学生は、
自然環境を活かした実習が必修の授業として開講
されており、大学周辺も自然豊かで、四季を感じ
られる場所にあることから、自然の素晴らしさや
時には恐ろしさの体験から環境認知が高まったと
考えられる。環境配慮行動評価とは、実行可能性、
便益・コスト、社会規範の3つの側面から環境配
慮行動を実際に行うことができるのかを評価する
ことであり、環境に関する意識の高まりが日常生
活に結びつかない現状が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.環境配慮行動因子得点(環境ボランティア-B大学生) 

４.まとめ 
本研究の対象となった体験は、1 時間程度の体

験であり、人の認知や行動を変化させられる程で
はなかったことが考えられる。しかし、環境ボラ
ンティア体験は、自然がおかれている状況を肌で
感じ、人と自然がうまく共存する方法を探ること
ができる、とても重要な体験だと考える。今後、
さらに様々な種類の環境ボランティア活動や、よ
り長い期間の体験を対象に調査する必要がある。
このような活動を普及させるには、環境ボランテ
ィアを受け入れる企業や団体の活動の社会的認知
が高まり、誰でも参加しやすい環境が整えられる
ことが期待される。 
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t値
-0.148

n.s.N=23

Pre（環境ボランティア体験直前） Post（環境ボランティア体験直後）

M(SD)
61.61（7.68） 60.78(5.05)


